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◆新たな観光の核づくりの取組み 

 

平成 25 年度から令和２年度までの８年間にわたり「神奈川県新たな観光の核づくり」の

取組みとして、「大磯町新たな観光の核づくり基本計画」を策定し、県による情報発信や財

政面の支援を受けながら、大磯町新たな観光の核づくり推進協議会を中心に、観光の「核」

となる拠点や周遊環境の整備等を進めてきました。  

 

【 概要図 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定住人口の安定化 交流人口の増加 

－まちの将来像－ 

紺碧の海に緑の映える住みよい大磯 

「鳥」 笑顔の子育てまちづくり 

子育て・教育 

「風」 交流によるしごとづくり 

経済、産業（農業、漁業、商工）  

「花」 観光による魅力づくり 

入込観光客数：目標 100 万人達成 

総
合
計
画
の
領
域 

新
た
な
観
光
の
核
づ
く
り
基
本
計
画
の
領
域 

日本一の保養地、それは日本一住みたい町・大磯の創

造！ 

・旧吉田茂邸ｵｰﾌﾟﾝ、利活用（WHO 視察等） 

・明治記念大磯邸園/明治 150 年記念公開 

・大磯ｵｰﾌﾟﾝｶﾞｰﾃﾞﾝ/大磯ｱﾌﾀﾇｰﾝﾃｨｰ事業 

・ﾃﾞｻﾞｲﾝ灯台までの遊歩道整備 

・津波避難ﾀﾜｰの設置（ｽﾃｰｼﾞ併設） 

・ﾎﾟｰﾄﾊｳｽてるがさき整備 

・相模湾沿ｸﾙｰｼﾞﾝｸﾞﾂｱｰとの連携  

・大磯港賑わい交流施設等の整備  

・ﾋﾞｰﾁﾃﾆｽｺｰﾄの常設  

・まち巡り事業の展開（観光ﾏｯﾌﾟ等の刷新）  

・湘南平連携（高麗山ガイドマップ制作）  

・周遊環境整備（ｵﾌﾞｼﾞｪ、休憩施設、案内板等）  

・左義長のｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞﾂｱｰの実施  

・ご当地ﾅﾝﾊﾞｰ交付、ｵﾘｼﾞﾅﾙ切手販売  

・ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ動画の制作  

・駅前に湘南発祥の碑建設 

・大磯ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ絵本＆ﾒｯｾｰｼﾞ＆ﾛｺﾞﾏｰｸ 

・ﾌﾘｰﾍﾟｰﾊﾟｰ「大磯暮らし」発行  

・ｱﾛﾏｵｲﾙ（大磯 frais-Tekka-）商品開発 

・葛川流域周辺自転車通行ﾙｰﾄ検討調査  

・鴫立庵、旧島崎藤村邸 駐輪場整備 

・太平洋自転車道ｻｲﾝ看板等の設置  

・自転車ｼｪｱﾘﾝｸﾞ事業の導入（民間資本）  

・太平洋岸自転車道の延伸 

新たな観光の核づくり基本計画／新たな観光の核づくり推進協議会  

「輪」 多世代による地域づくり 

健康、安全・安心、土地利用 

知ってもらい、ﾘﾋﾟｰﾀｰ、住みたい、日本一住みたい町というｲﾒｰｼﾞ確立 

都市型観光ではない「大磯にくると楽しくゆっくりとした時間を過ごせる」場と機会の創出  

大磯が本来有している保養地としての素地【歴史・景観】＋健康＋食文化  

推進 
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図：こゆるぎの浜／邸園文化交流園／大磯丘陵 

 

 

【 主な取組みの成果 】 

新たな観光の核づくりに取り組む前の平成 24 年と比較すると入込客数は、年々、増加傾

向にあります。 

第四次総合計画後期基本計画及び新たな観光の核づくり基本計画で掲げる目標「観光入込

客数 100 万人」は、平成 30 年に達成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図：観光入込客数の推移（各年） 
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事業１．旧別荘地の保全と活用 

 

＜大磯町新たな観光の核づくり基本計画における事業の概要＞ 

① 旧別荘地をはじめとする邸園文化交流園の利活用・活性化の取組みの一つである「大

磯ｵｰﾌﾟﾝｶﾞｰﾃﾞﾝ」の充実を図る。また、同時開催の町内飲食店と連携した「大磯ｱﾌﾀﾇｰﾝﾃ

ｨｰ」の推進によって、来訪者がより楽しめる環境づくりを促進する。  

② 再建した旧吉田茂邸を、体験・学習・交流する施設として活用する。何時訪れても、

新鮮で魅力的な場となるよう、企画展の開催、邸園の利活用、関連施設との連携ﾂｱｰな

どについて、継続した連携に努める。また、近隣に立地する大磯ﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙとのﾀｲｱｯﾌﾟに

より、相乗効果を高めるよう連携を図る。  

③ 小淘綾海岸松林地区を対象に、都市計画制度の地域地区（風致地区、特別緑地保全地

区、特別用途地区）の重複指定によって、良好な景観と緑地を維持しつつ、歴史的建造

物の保全と活用を図る。 

④ 貴重な歴史的邸園資産が集積する一体ｴﾘｱの保存・活用に向け、国が主体となって整

備する「明治記念大磯邸園」について、連携を図る。  

 

＜実施状況＞ 

平成 25 年度 
官民連携事業の検討、地域地区の検討と地元調整 

歴史的建造物の公開条件等の検討、旧吉田茂邸再建の実施設計 

平成 26 年度 
大磯ｵｰﾌﾟﾝｶﾞｰﾃﾞﾝの実施及び受入態勢の強化、旧吉田茂邸再建工事 

風致地区等の指定、旧吉田茂邸地区庭園ｶﾞｲﾄﾞ 

平成 27 年度 
大磯ｵｰﾌﾟﾝｶﾞｰﾃﾞﾝ及び大磯ｱﾌﾀﾇｰﾝﾃｨｰの実施及び受入態勢の強化  

旧吉田茂邸再建工事 

平成 28 年度 
大磯ｵｰﾌﾟﾝｶﾞｰﾃﾞﾝ及び大磯ｱﾌﾀﾇｰﾝﾃｨｰの実施、旧吉田茂邸公開へ向けた整備  

大磯町郷土資料館ﾘﾆｭｰｱﾙ及び中庭整備  

平成 29 年度 

旧吉田茂邸ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞｲﾍﾞﾝﾄ等の開催と公開、旧吉田茂邸の利活用（ WHO 視察 / 外務

大臣・ﾐｸﾛﾈｼｱ連邦大統領懇談）、おおいそ野外ｱｰﾄ 2017 の開催、大磯ｵｰﾌﾟﾝｶﾞｰﾃﾞﾝ及

び大磯ｱﾌﾀﾇｰﾝﾃｨｰの実施  

平成 30 年度 明治 150 年記念ｲﾍﾞﾝﾄの開催、大磯ｵｰﾌﾟﾝｶﾞｰﾃﾞﾝ及び大磯ｱﾌﾀﾇｰﾝﾃｨｰの事業推進  

令和元年度 

明治記念大磯邸園の整備、旧吉田茂邸の利用促進 例）産業能率大学との連携事業

による動画配信、大磯城山公園利用促進、大磯ｵｰﾌﾟﾝｶﾞｰﾃﾞﾝ及び大磯ｱﾌﾀﾇｰﾝﾃｨｰの事

業推進、明治記念大磯邸園及びｵｰﾌﾟﾝｶﾞｰﾃﾞﾝ等のｶﾞｲﾄﾞﾂｱｰ開催  

令和２年度 
明治記念大磯邸園の整備と一部開園  

※令和２年度は新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染拡大防止のため、事業の中止等あり 
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事業２．ﾆｭｰﾂｰﾘｽﾞﾑの創出 

 

＜大磯町新たな観光の核づくり基本計画における事業の概要＞ 

① ３つの舞台で地域資源を活用し、「交流」・「学習」・「健康」・「食」・「文化」を楽しむ体

験型ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(ｸﾞﾘｰﾝﾂｰﾘｽﾞﾑ･ﾍﾙｽﾂｰﾘｽﾞﾑ･ｽﾎﾟｰﾂﾂｰﾘｽﾞﾑなど）を創出する。 

② 町民主体によるｲﾍﾞﾝﾄ（大磯市・大磯ｵｰﾌﾟﾝｶﾞｰﾃﾞﾝ・大磯うつわの日・おおいそ野外ｱｰ

ﾄなど）の連携やﾀｲｱｯﾌﾟ事業の連動などにより、更なる周遊性の創出を図る。  

③ 観光環境等の整備、旧吉田茂邸の開館、まちあるきｲﾍﾞﾝﾄの増加、自転車ｼｪｱﾘﾝｸﾞの展

開等を踏まえ、町内の周遊環境向上のため、設置から 30 年近くが経過した「歴史と味

の散歩路」の案内板及びｶﾞｲﾄﾞﾏｯﾌﾟの更新を行う。また、主なﾙｰﾄ上を中心に公衆ﾄｲﾚ等

の整備・改修を進める。 

④・通い型の田舎暮らしの仕掛けづくり、未利用の農水産物資源の活用 

・港を出入口にした「相模湾沿岸のｸﾙｰｼﾞﾝｸﾞ」商品の開発、宿泊施設、飲食施設の検討 

・大磯ﾛﾝｸﾞﾋﾞｰﾁから大磯運動公園までのｴﾘｱを中心としたｽﾎﾟｰﾂﾀｳﾝ化事業の検討  

 

＜実施状況＞ 

平成 25 年度 地域資源等の調査、公共ﾄｲﾚ協力店に６店舗を登録  

平成 26 年度 公衆ﾄｲﾚ等の整備・協力店の追加 大磯の景観再発見ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ、まち歩きｳｫｰｸﾗﾘｰ 

平成 27 年度 

ﾋﾞｰﾁｽﾎﾟｰﾂの実施、ﾋﾞｰﾁﾃﾆｽｺｰﾄの常設、まちあるきﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの実施（ｻﾝﾃﾞｰｱｰﾄｳｫｰｸ・

里山ｳｫｰｸﾗﾘｰ・大磯今昔写真)、観光環境整備（ｵﾌﾞｼﾞｪ制作展示・周辺環境整備・観

光ﾄｲﾚ整備）、伝統行事の継承と活用、英語ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ作成 

平成 28 年度 

ｻﾝﾃﾞｰｱｰﾄｳｫｰｸの推進、左義長の外国人ﾂｱｰの開催、ﾛｰﾄｱｲｱﾝ看板制作(旧木下家別邸)、

ﾊｲｶ-用仮設ﾄｲﾚ設置、｢ｵﾌﾞｼﾞｪ｣ｳｫｰｸﾗﾘｰ＆大磯駅浮世絵ﾊﾟﾈﾙ設置、今昔写真ｱﾌﾟﾘｲﾍﾞ

ﾝﾄ、里山ｳｫｰｸﾗﾘｰ＆ふれあい農産物まつり、大磯まち歩きﾏｯﾌﾟの作成、鴫立庵指定

管理者の導入、大学生によるﾓﾃﾞﾙｺｰｽの作成  

平成 29 年度 

ｱｰﾄｲﾍﾞﾝﾄの開催（第７回大磯うつわの日 / おおいそ野外ｱｰﾄ 2017）、左義長の継承

と活用(外国人体験ﾂｱｰ) 、相模湾沿岸のｸﾙｰｼﾞﾝｸﾞﾂｱｰ、「ｵﾌﾞｼﾞｪ」ｳｫｰｸﾗﾘｰ 2017、里

山ｳｫｰｸﾗﾘｰ＆ふれあい農産物まつり  

平成 30 年度 
かながわ海洋ﾂｰﾘｽﾞﾑとの連携、おおいそめぐり 2018 ｽﾀﾝﾌﾟﾗﾘｰの開催、観光環境等

の整備：観光案内板等の整備及び観光ﾏｯﾌﾟ作成の検討  

令和元年度 

観光案内板（観光標柱）の整備、観光ﾏｯﾌﾟの更新、西久保地区休憩施設（公共ﾄｲﾚ）

整備、大磯地曳網親子体験教室の開催、ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞﾂｱｰの開催、かながわ海洋ﾂｰﾘｽﾞﾑ

との連携、おおいそめぐり 2019 ｽﾀﾝﾌﾟﾗﾘｰ 

令和２年度 
観光ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞﾘﾆｭｰｱﾙ、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞによる湘南平・県立大磯城山公園へのｱｸｾｽ情報事業

※令和２年度は新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染拡大防止のため、事業の中止等あり 
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事業３．大磯ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ戦略の推進 

 

＜大磯町新たな観光の核づくり基本計画における事業の概要＞ 

① 「大磯ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ戦略ﾌﾟﾗﾝ」に基づき、邸園文化や恵まれた自然等の「大磯独特の地域資

源」を町民自らが見直し、ここに住む豊かさを再認識しながら「大磯町を楽しむ」こと

から始め、その暮らしの豊かさを町外の人々と分かち合いながら、観光・交流促進を進

め、「大磯町のﾌｧﾝになる人」の増加を目指す。その取組みの一環として、町の魅力を「見

える化・ﾃﾞｻﾞｲﾝ化」した「大磯町をつくる９つの価値観」や、「ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞ&ﾛｺﾞ」を

「町の観光のﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝﾂｰﾙ」として有効活用する。また、町の豊かさ・楽しさを分かり

やすく伝えるための「媒体」を制作し、その媒体を通じて、町民が町の魅力を再発見し

「町に誇りを持つこと」や、町外者が大磯町に興味を持つ機会を提供する。  

② 「観光による町の魅力づくり」を通して、来訪者が町に興味を持ち、何度も来訪する

ﾘﾋﾟｰﾀｰとなって、地元住民と交流する中でﾌｧﾝとなり、やがては大磯町で創業してみた

いという「交流による仕事づくり」に繋げる。  

観光を「きっかけ」として、町内に「新たな風」を起こし、地域産業を活性化させる

取組みを、町内関係機関と連携し構築する。  

 

＜実施状況＞ 

平成 25 年度 ｱﾝｹｰﾄ等の基礎調査 

平成 26 年度 
「おもてなしの心」育成講座等の実施、大磯新聞の発信、ご当地ﾅﾝﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄの交付、

ｵﾘｼﾞﾅﾙ切手ｼｰﾄの発行、「あおみ」着ぐるみ作成 

平成 27 年度 
まちづくりﾌｫｰﾗﾑの開催、伝統行事の継承と活用、移住ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ動画の作成、PR 動

画の作成、湘南発祥の碑建設 

平成 28 年度 
ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾁﾗｼの作成及びﾒｯｾｰｼﾞの募集、「大磯暮らし」vol.1 の作成、まちづくりﾌｫｰﾗ

ﾑ開催、新たな観光の核づくり構想認定地域のＰＲ物品の作成  

平成 29 年度 

ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ絵本＆「大磯暮らし」vol.２の作成、まちづくりﾌｫｰﾗﾑの開催、「おもてなし

の心」育成講座の実施、大学生による観光 PR ｸﾞｯｽﾞの作成、商工業者等支援の向け

た連携、大磯御船祭の船の修繕に対する支援、相模国府祭文化財調査 

平成 30 年度 
「大磯暮らし」vol.３の作成、明治 150 年事業に係る大磯土産品開発、相模国府祭

文化財調査、大学生によるﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ調査、ｱﾛﾏｵｲﾙ（大磯 frais-Tekka-）商品開発 

令和元年度 

「大磯暮らし」vol.４の作成、大磯産農産物の PR 活動の展開、ｱﾛﾏｵｲﾙ商品展開に

向けた支援、大学生による大磯地域の観光ｽﾎﾟｯﾄ･ｲﾍﾞﾝﾄの紹介記事（ﾌﾞﾛｸﾞ）の作成、

相模国府祭調査報告書の刊行 

令和２年度 ※令和２年度は新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染拡大防止のため、事業の中止等あり 
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事業４．大磯港賑わい交流施設の整備 

 

＜大磯町新たな観光の核づくり基本計画における事業の概要＞ 

① 大磯港やその周辺地域一帯を「みなとｵｱｼｽ」とし、人や情報の交流や賑わいの創出を

図るため、大磯港にその拠点となる「賑わい交流施設」を整備する。  

「賑わい交流施設」には、地域交流、地域農水産物などの販売、飲食提供といった機能

を設け、指定管理者による管理運営を通じて、町内外の来訪者による交流や、さらには

町内周遊の拠点として活用し、地域の活性化を図る。  

② 「大磯駅前広場」を「歩行者に優しい安全安心な駅前広場」、「大磯らしい風格ある町

の玄関口」、「憩いと交流とにぎわいあふれる駅前広場」をｺﾝｾﾌﾟﾄとする。「大磯駅周辺

安全安心・にぎわい創出事業」との連携を図り、電車で大磯を訪れた人々が、駅から大

磯港などを歩き楽しみながら、快適に周遊できる空間を創出する。  

③ 圏央道・さがみ縦貫道路の開通や国道 134 号線の４車線化に伴い、首都圏からのｱｸｾ

ｽが向上したことから、大磯港やその周辺地域は、今後も多くの来訪者が期待できるｴﾘｱ

となっている。民間事業者や「ﾎﾟｰﾄﾊｳｽてるがさき」の指定管理者との連携により、北

浜海岸の広大な砂浜を活かしたﾋﾞｰﾁｽﾎﾟｰﾂ、釣り、ｻｰﾌｨﾝ、磯遊び、水泳大会など、様々

な海辺のｿﾌﾄ事業の提供を図る。また、「津波避難ﾀﾜｰ」の平時の有効活用によって、通

年での北浜海岸の利用の創出を図る。 

 

＜実施状況＞ 

平成 25 年度 整備内容の検討、ﾃﾞｻﾞｲﾝ灯台までの遊歩道整備  

平成 26 年度 賑わい交流施設整備の方向性検討、ﾎﾟｰﾄﾊｳｽてるがさき整備 

平成 27 年度 賑わい交流施設整備の方向性決定、ﾎﾟｰﾄﾊｳｽてるがさき運営 

平成 28 年度 
大磯港みなとｵｱｼｽ整備計画基本構想の策定、みなとまちづくり講演会の開催、ﾎﾟｰ

ﾄﾊｳｽてるがさき指定管理者の選定  

平成 29 年度 

大磯港賑わい創出施設指定管理者の募集、みなとまちづくり講演会の開催、ﾎﾟｰﾄﾊ

ｳｽてるがさき民間事業者による運営、「空き家」「空き店舗」の利活用による地域の

活性化、大磯駅周辺安全安心・にぎわい創出計画（案）の策定  

平成 30 年度 
大磯港「みなとｵｱｼｽ」の推進、大磯港賑わい創出施設指定管理者の選定、大磯港賑

わい交流施設の設計、「空き家」「空き店舗」の利活用による地域の活性化  

令和元年度 

大磯港賑わい交流施設の整備着手、港湾管理事務所の改修・機能の拡充、漁業体験

や和凧づくり教室、星空の観察会等の開催、大磯駅周辺安全安心・にぎわい創出事

業の推進、「空き家」「空き店舗」の利活用による地域の活性化、大磯市の開催 

令和２年度 

大磯港「みなとｵｱｼｽ」の登録、大磯港賑わい交流施設の完成、大磯港賑わい交流施

設の開設準備、大磯港ﾋﾞｼﾞﾀｰﾊﾞｰｽの整備  

※令和２年度は新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染拡大防止のため、事業の中止等あり 
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事業５．自転車によるﾈｯﾄﾜｰｸの整備 

 

＜大磯町新たな観光の核づくり基本計画における事業の概要＞ 

① 町内の自転車通行環境の整備箇所や整備手法を具体的に示す「大磯町内自転車交通ﾈ

ｯﾄﾜｰｸ計画」に基づき、計画的な自転車通行環境の整備を図る。  

国による太平洋岸自転車道の延伸計画や国道１号における自転車通行環境整備と連

携し、町内の自転車交通ﾈｯﾄﾜｰｸの整備を効果的、効率的に推進し、町内の自転車による

周遊性の向上を図る。 

② 葛川流域沿いに位置する３町（大磯町・二宮町・中井町）を結ぶ広域的な観点からの

自転車走行環境整備の検討を進め、安全で快適な周遊性の向上を図る。  

③ 町内の周遊性向上に向け、民間事業者との連携により、「自転車ｼｪｱﾘﾝｸﾞ事業」の推進

を図る。 

目的・効果としては、①町外からの来訪者の移動手段、②通勤・通学・日常生活など

町民の方の移動手段、③店舗等に駐輪ｽﾍﾟｰｽを設けることによる誘客手段、④公共交通

機能の補完、⑤健康増進の補完・ﾍﾙｽﾂｰﾘｽﾞﾑなどが挙げられる。  

自転車ｼｪｱﾘﾝｸﾞ事業を町内及び近隣ｴﾘｱに広げることによって、更なる利便性の向上や

そこから派生した「まちめぐりの楽しさ」を増大させるｿﾌﾄ事業の展開を目指す。  

 

＜実施状況＞ 

平成 26 年度 
大磯町・二宮町・中井町における自転車通行空間検討会の開催（葛川流域周辺自転

車交通ﾙｰﾄの検討調査開始）、「自転車ﾈｯﾄﾜｰｸ計画」の策定、ﾎﾟｰﾄﾊｳｽてるがさき整備 

平成 27 年度 ﾚﾝﾀｻｲｸﾙ事業の拡充、旧島崎藤村邸ﾎﾟｹｯﾄﾊﾟｰｸ整備  

平成 28 年度 太平洋岸自転車道のｻｲﾝ看板等の設置、鴫立庵周辺環境整備 

平成 29 年度 
大磯町内自転車ﾈｯﾄﾜｰｸ計画の策定、自転車ｼｪｱﾘﾝｸﾞ事業の導入、太平洋岸自転車道

の延伸、葛川流域周辺自転車通行ﾙｰﾄの検討調査  

平成 30 年度 
大磯町内自転車ﾈｯﾄﾜｰｸ計画の推進、自転車ｼｪｱﾘﾝｸﾞ事業の推進、太平洋岸自転車道

の延伸、葛川流域周辺自転車通行ﾙｰﾄの検討調査  

令和元年度 
太平洋岸自転車道の延伸、太平洋岸自転車道の路面標示等の整備、自転車ｼｪｱﾘﾝｸﾞ

事業の拡充、湘南地域ｼｪｱｻｲｸﾙ広域周遊観光実証実験事業  

令和２年度 

太平洋岸自転車道の延伸（葛川渡河部（国道１号線までの暫定的な自転車道ﾈｯﾄﾜｰ

ｸ化））、自転車ｼｪｱﾘﾝｸﾞ事業の展開、湘南地域ｼｪｱｻｲｸﾙ広域周遊観光実証実験事業  

※令和２年度は新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染拡大防止のため、事業の中止等あり 
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◆「大磯らしい潤いづくり」に向けて 

 

新たな観光の核づくりの取組みにより、入込客数は目標を達成している状況ですが、来訪

者の月別の推移をみると、主に夏季における海水浴場及び町内宿泊施設の誘客力に支えられ

ている状況であり、夏季とその他の季節では誘客力の差が大きく開いている状況です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

図：観光入込客数の推移（H30 月別） 

 

 

 

 

 

図：観光入込客数の推移（H30 月別） 

 

 また、住民や事業を営む方、来訪者や有識者の方から、次のような「声」が寄せられてい

ます。 

□ 「お金をたくさん使うつもりで来たが使う機会がない、残念」（来訪者）  

□ 「夏季以外（春・秋・冬）にも誘客がないと生活維持に不安」（商業者）  

□ 「核をつなぎ面とするｽﾄｰﾘｰ、仕掛けが必要」（県核づくり有識者） 

□ 「ﾉｰﾍﾞﾙ賞受賞者や著名な作家も好む静かな住環境を守って」（住民）  

 

そこで、多様な課題に柔軟に対応するため、町全体を俯瞰した中で、これまでの「新たな

観光の核づくり」の「価値」を高める取組みを基盤に、町内事業者との連携の深化や住民の

生活環境とのﾊﾞﾗﾝｽを見据えながら、点である「核」をつないで魅力ある「面」としていくと

ともに、滞在時間の延長や客単価の上昇等に寄与する「経済（食べる・買う・泊まる）」の視

点を加え、民間資本の参画を促すことで、来訪地としての競争力を保ちつつ、持続可能な発

展をめざします。 

この「価値」と「経済」という両輪の視点へとｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟさせることで、「大磯らしい自然

や歴史・文化が香る賑わい」、すなわち「大磯らしい潤い」につなげることを目的に、新たな

観光の核づくりを引き継ぐ、「大磯らしい潤いづくり協議会」を設置するとともに、中長期

的な経済循環の形成に向けた基本指針として「大磯らしい潤いづくり計画」を策定し、本協

議会における事業を継承し、発展的に取組みを進めます。 
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